
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

公

告

】

○

肥

料

の

登

録

農

産

課

担

当

課

（

室

）

○

肥

料

の

登

録

の

有

効

期

間

の

更

新

〃

目

次

○

肥

料

の

登

録

の

変

更

〃

○

県

営

土

地

改

良

事

業

換

地

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

【

規

則

】

○

岡

山

県

看

護

学

生

奨

学

資

金

貸

与

規

則

の

一

部

医

療

推

進

課

○

土

地

改

良

事

業

の

工

事

完

了

〃

を

改

正

す

る

規

則

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

○

美

容

師

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

生

活

衛

生

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

○

理

容

師

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

〃

の

完

了

○

調

理

師

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

〃

○

〃

〃

○

漁

船

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

水

産

課

○

〃

〃

（

以

上

県

例

規

集

登

載

）

○

〃

〃

○

〃

〃

【

訓

令

】

○

岡

山

県

職

員

被

服

等

貸

与

規

程

の

一

部

改

正

人

事

課

○

〃

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了

【

告

示

】

○

岡

山

県

中

小

企

業

支

援

資

金

融

資

制

度

要

綱

の

経

営

支

援

課

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

会

計

課

【

議

会

】

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

岡

山

県

議

会

の

保

有

す

る

個

人

情

報

の

保

護

に

総

務

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

関

す

る

条

例

施

行

規

程

の

更

新

（

県

例

規

集

登

載

）

【

人

事

委

員

会

】

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

初

任

給

調

整

手

当

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

人

事

委

員

会

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

正

す

る

規

則

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

（

県

例

規

集

登

載

）

岡

山

県

公

報

令和５年３月１７日 第１２４８１号



令和５年３月１７日 第１２４８１号

担

当

課

（

室

）

担

当

課

（

室

）

目

次

目

次

【

公

安

委

員

会

】

○

交

番

そ

の

他

の

派

出

所

及

び

駐

在

所

の

名

称

、

地

域

課

位

置

及

び

所

管

区

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

正

誤

】

○

行

政

手

続

に

お

け

る

特

定

の

個

人

を

識

別

す

る

デ

ジ

タ

ル

推

進

課

た

め

の

番

号

の

利

用

等

に

関

す

る

法

律

に

基

づ

く

個

人

番

号

等

の

利

用

及

び

特

定

個

人

情

報

の

提

供

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

の

正

誤

（

県

例

規

集

登

載

）



◎
岡
山
県
規
則
第
十
四
号

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
看
護
学
生
奨
学
資
金
貸
与
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
四
条
第
二
項
第
一
号
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
五
号

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
及
び
第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
四
条

第
六
条
を
削
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
六
号

理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
及
び
第
四
条
を
削
り
、
第
五
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
四
条

第
六
条
を
削
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
七
号

調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
理
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

調
理
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
条
中
「
様
式
第
四
号
の
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
様
式
第
五
号
の
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
様
式
第
六
号
の
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
八
条
中
「
様
式
第
七
号
の
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
七
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
規
則
第
十
八
号

漁
船
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

漁
船
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（

）

。

漁
船
法
施
行
細
則

昭
和
二
十
九
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
七
号

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
及
び
第
六
条
を
削
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
様
式
第
六
号
に
よ
る
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
様
式
第
七
号
に
よ
る
認
定
通
知
書
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
通
知
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条

と
す
る
。

第
八
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
第
二
号
中

第
七
条
第
四
項

を

第
四
条
第
四
項

に

認
定
通
知
書

を

通

「

」

「

」

、「

」

「

知
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
様
式
第
八
号
に
よ
る
検
認
届
出
書
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
届
出
書
」
に
改

め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
様
式
第
九
号
に
よ
る
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す

る
。第

十
二
条
中
「
様
式
第
十
号
に
よ
る
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す

る
。第

十
三
条
第
一
項
中
「
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
」
を
「
知
事
が
別
に
定
め
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条

と
す
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）こ

の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
十
二
条

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
二
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
訓
令
第
三
号

庁

中

一

般

出

先

機

関

岡
山
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
訓
令
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

別
表
第
一
の
保
健
福
祉
課
又
は
保
健
所
に
勤
務
し
、
細
菌
検
査
そ
の
他
衛
生
上
の
試
験
、
検
査
の
業

務
に
従
事
す
る
者
の
項
中
「
保
健
福
祉
課
又
は
」
を
削
る
。

氏
名

㊞
氏

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
三
号
ま
で
の
規
定
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

名

附

則

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
八
号

岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
（
平
成
二
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
二
百
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

別
表
第
十
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め

「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

影
響
下
に
お
け
る

影
響
を
受
け

返
済
資
金

融
資
の
対
象
者
が
４
の
場
合
を
除
く

、

（

）
。

，
附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
岡
山
県
中
小
企
業
支
援
資
金
融
資
制
度
要
綱
別
表
第
十
一
号
に
掲
げ
る
資
金
（
同
号
の
融
資
の
対
象
者
の
欄
４
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る

）
で
あ
っ
て
、
令
和
五
年
三
月
三
十
一

。

日
ま
で
に
岡
山
県
信
用
保
証
協
会
が
保
証
の
申
込
み
を
受
け
付
け
た
資
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



◎
岡
山
県
告
示
第
百
十
九
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

更
新
年
月
日 

こ
こ
ろ
の
健
康 
こ
う
や
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

 

津
山
市
河
辺
九
三
一
―
八 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
一
日 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

 
 
 
 
 
 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

変
更
前 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

変
更
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
  

 
 
 
 

変
更
年
月
日 

看
護
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
か
お
り
訪
問
看 

 

医
療
機
関
の
所
在
地 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
二
〇
六
―
一 

瀬
戸
内
市
邑
久
町
福
谷
二
一
四
―
一 

 

令
和
五
年
三
月
一
日 

 

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

看
護
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
か
お
り
訪
問
看 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 
 

 
 

 
 

看
護
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
か
お
り 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
お
り 

 
 

令
和
五
年
三
月
一
日 

 

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

日

令
和
五
年
三
月
十
七

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
二
九
号

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
二
～

久
米
郡
美
咲
町
里
字
河
原
田
四
九
番
一
地
先
か

ら

二
七
〇
・
一

新

一
四
・
七

久
米
郡
美
咲
町
南
字
前
五
五
一
番
四
地
先
ま
で

八
・
三
～

久
米
郡
美
咲
町
里
字
河
原
田
四
九
番
一
地
先
か

旧

二
七
〇
・
一

ら

一
一
・
七

久
米
郡
美
咲
町
南
字
前
五
五
一
番
四
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

江
与
味
上
河
内
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
保
木
田
四
二
八
二
番

新

一
五
八
・
五

地
先
か
ら

六
・
三
～

二
七
・
一

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
宮
マ
ヘ
四
四
一
一
番

一
地
先
ま
で

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
保
木
田
四
二
八
二
番

一
五
八
・
五

地
先
か
ら

旧

四
・
五
～

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
宮
マ
ヘ
四
四
一
一
番

八
・
一

一
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
十
二
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

供

用

開

始

道
路
の

年

月

日

種

類

路

線

名

区

間

一
般
国

四
二
九
号

令
和
五
年
三

久
米
郡
美
咲
町
里
字
河
原
田
四
九
番
一
地
先
か
ら

道

月
十
七
日

久
米
郡
美
咲
町
南
字
前
五
五
一
番
四
地
先
ま
で

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
保
木
田
四
二
八
二
番
地
先

県
道

江
与
味
上
河

内
線

ら
か久

米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
宮
マ
ヘ
四
四
一
一
番
一
地

先
ま
で
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〔
一
二
一
〕
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
を
し
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

登
録
番
号

肥
料
の
種
類

肥

料

の

名

称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

登

録

年

月

日

岡

山

県

配
合
肥
料

配
合
肥
料
８
３
１
号

窒

素

全

量

一
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

有
限
会
社
ア
グ
ミ
ッ
ク

令
和
四
年
四
月
十
八
日

第
一
一
八
四

り

ん

酸

全

量

一
四
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

岡
山
県
真
庭
市
草
加
部
一
四
六
三
番
地

号

加

里

全

量

一
六
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

化
成
肥
料

有
機
入
り
６
６
６

窒

素

全

量

六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

エ
ム
シ
ー
・
フ
ァ
ー
テ
ィ
コ
ム
株
式
会
社

令
和
四
年
五
月
三
十
日

第
一
一
八
五

り

ん

酸

全

量

六
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
一
丁
目
一
〇
番
地

号

内
水
溶
性
り
ん
酸

五
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

加

里

全

量

六
・
〇

制
限
事
項
は
公
定

内
く
溶
性
加
里

六
・
〇

規
格
の
と
お
り

内
水
溶
性
加
里

五
・
〇

く

溶

性

苦

土

一
・
五

岡

山

県

副
産
肥
料

副
産
肥
料
５
号

く
溶
性
り
ん
酸

一
八
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

米
田
産
業
株
式
会
社

令
和
四
年
六
月
三
日

第
一
一
八
六

内
水
溶
性
り
ん
酸

一
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

岡
山
県
備
前
市
浦
伊
部
一
一
八
四
番
地
の
二
八

号

く

溶

性

加

里

一
三
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

内
水
溶
性
加
里

二
・
〇

制
限
事
項
は
公
定

く

溶

性

苦

土

七
・
〇

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

副
産
石
灰
肥
料

粒
状
石
灰
肥
料

ア

ル

カ

リ

分

四
五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
株
式

令
和
四
年
六
月
十
五
日

第
一
一
八
七

有
害
成
分
の
最
大

会
社

号

量
及
び
そ
の
他
の

岡
山
県
岡
山
市
南
区
植
松
四
八
七
番
地

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

副
産
動
植
物
質
肥
料

醗
酵
廃
液
乾
燥
複
合
肥
料

窒

素

全

量

一
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る

プ
ラ
イ
ム
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

令
和
五
年
一
月
十
二
日

第
一
一
八
八

加

里

全

量

八
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

石
川
県
金
沢
市
本
町
二
丁
目
一
番
三
号

号

内
水
溶
性
加
里

八
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の
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制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り
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〔
一
二
二
〕
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

登
録
番
号

肥
料
の
種
類

肥

料

の

名

称

保
証
成
分
量
（
％
）

そ
の
他
の
規
格

生
産
業
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

更

新

年

月

日

岡

山

県

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
肥

５
５
．
０
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

ア

ル

カ

リ

分

五
五
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事

足
立
石
灰
工
業
株
式
会
社

令
和
四
年
六
月
二
十
日

第
五
一
号

料

肥
料

項
は
公
定
規
格
の

岡
山
県
新
見
市
足
立
三
八
九
三
番
地

と
お
り

岡

山

県

消
石
灰

６
５
．
０
消
石
灰

ア

ル

カ

リ

分

六
五
・
〇

該
当
な
し

中
山
石
灰
工
業
株
式
会
社

令
和
四
年
八
月
六
日

第
六
六
一
号

岡
山
県
真
庭
市
宮
地
二
二
五
二
番
地

岡

山

県

大
豆
油
か
す
及
び
そ

７
．
０
抽
出
大
豆
油
粕

窒

素

全

量

七
・
〇

該
当
な
し

加
藤
製
油
株
式
会
社

令
和
五
年
一
月
十
一
日

第
八
六
四
号

の
粉
末

り

ん

酸

全

量

一
・
二

大
阪
府
大
阪
市
此
花
区
梅
町
二
丁
目
一
番
一
六

加

里

全

量

一
・
八

号

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

粒
状
苦
土
混
合
石
灰
肥
料

ア

ル

カ

リ

分

四
八
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

か
き
が
ら
工
業
協
同
組
合

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

第
九
四
一
号

く

溶

性

苦

土

七
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
呉
市
倉
橋
町
七
〇
七
一
番
地
の
三

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

う
ら
べ
粒
状
苦
土
入
混
合
石

ア

ル

カ

リ

分

四
八
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

卜
部
産
業
株
式
会
社

令
和
四
年
七
月
十
一
日

第
九
四
二
号

灰
肥
料

く

溶

性

苦

土

七
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
福
山
市
新
浜
町
一
丁
目
五
番
一
五
号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

ア
ヅ
ミ
ン
セ
ル
カ

ア

ル

カ

リ

分

四
〇
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

卜
部
産
業
株
式
会
社

令
和
五
年
一
月
二
十
七
日

第
九
五
一
号

く

溶

性

苦

土

一
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
福
山
市
新
浜
町
一
丁
目
五
番
一
五
号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り
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岡

山

県

加
工
家
き
ん
ふ
ん
肥

加
工
家
き
ん
ふ
ん
肥
料

窒

素

全

量

二
・
五

含
有
を
許
さ
れ
る

日
本
有
機
株
式
会
社

令
和
四
年
七
月
十
二
日

第
九
六
四
号

料

り

ん

酸

全

量

二
・
五

有
害
成
分
の
最
大

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
三
番
八
号

加

里

全

量

一
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

副
産
石
灰
肥
料

石
灰
肥
料

ア

ル

カ

リ

分

四
五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

か
き
が
ら
工
業
協
同
組
合

令
和
四
年
十
二
月
十
九
日

第
九
七
一
号

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
呉
市
倉
橋
町
七
〇
七
一
番
地
の
三

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

う
ら
べ
天
然
粒
状
混
合
苦
土

ア

ル

カ

リ

分

四
七
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

卜
部
産
業
株
式
会
社

令
和
四
年
五
月
十
八
日

第
九
九
八
号

石
灰
肥
料

可

溶

性

苦

土

一
〇
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
福
山
市
新
浜
町
一
丁
目
五
番
一
五
号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

苦
土
セ
ル
カ
フ
ミ
ン
３
０

ア

ル

カ

リ

分

三
八
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

卜
部
産
業
株
式
会
社

令
和
四
年
十
一
月
八
日

第
一
〇
一
二

可

溶

性

苦

土

一
〇
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

広
島
県
福
山
市
新
浜
町
一
丁
目
五
番
一
五
号

号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
肥

苦
土
石
灰
Ｇ
Ｌ

ア

ル

カ

リ

分

五
五
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事

鈴
木
工
業
株
式
会
社

令
和
四
年
四
月
二
十
八
日

第
一
一
〇
四

料

可

溶

性

苦

土

一
五
・
〇

項
は
公
定
規
格
の

岡
山
県
新
見
市
井
倉
一
二
五
ー
一

号

く

溶

性

苦

土

一
〇
・
〇

と
お
り

岡

山

県

混
合
石
灰
肥
料

エ
コ
ラ
イ
ム

ア

ル

カ

リ

分

六
五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

鈴
木
工
業
株
式
会
社

令
和
四
年
七
月
二
十
九
日

第
一
一
〇
八

有
害
成
分
の
最
大

岡
山
県
新
見
市
井
倉
一
二
五
ー
一

号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

な
た
ね
油
か
す
及
び

粒
状
な
た
ね
油
か
す

窒

素

全

量

五
・
三

該
当
な
し

有
限
会
社
ア
グ
ミ
ッ
ク

令
和
五
年
一
月
十
二
日

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



第
一
一
一
〇

そ
の
粉
末

り

ん

酸

全

量

二
・
〇

岡
山
県
真
庭
市
草
加
部
一
四
六
三
番
地

号

加

里

全

量

一
・
〇

岡

山

県

混
合
有
機
質
肥
料

土
壌
元

窒

素

全

量

三
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

日
本
有
機
株
式
会
社

令
和
四
年
三
月
三
日

第
一
一
三
八

り

ん

酸

全

量

二
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

岡
山
県
岡
山
市
北
区
下
石
井
二
丁
目
三
番
八
号

号

加

里

全

量

一
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

混
合
有
機
質
肥
料

サ
ー
ジ
ン
Ｓ

窒

素

全

量

五
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

ア
ス
カ
バ
イ
オ
株
式
会
社

令
和
四
年
四
月
十
三
日

第
一
一
四
五

り

ん

酸

全

量

三
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
二
丁
目
一
六
番
七
号

号

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

消
石
灰

７
０
．
０
消
石
灰

ア

ル

カ

リ

分

七
〇
・
〇

該
当
な
し

南
星
産
業
株
式
会
社

令
和
四
年
四
月
二
十
五
日

第
一
一
四
六

奈
良
県
大
和
郡
山
市
発
志
院
町
三
七
八
番
地

号岡

山

県

混
合
有
機
質
肥
料

カ
イ
ス
タ
ー

窒

素

全

量

六
・
〇

含
有
を
許
さ
れ
る

株
式
会
社
錦
海
化
成

令
和
四
年
六
月
一
日

第
一
一
四
七

り

ん

酸

全

量

三
・
〇

有
害
成
分
の
最
大

鳥
取
県
境
港
市
昭
和
町
七
番
地
三

号

加

里

全

量

一
・
〇

量
及
び
そ
の
他
の

制
限
事
項
は
公
定

規
格
の
と
お
り

岡

山

県

蒸
製
毛
紛

フ
ェ
ザ
ー
ミ
ー
ル

窒

素

全

量

一
三
・
〇

そ
の
他
の
制
限
事

株
式
会
社
ウ
ェ
ル
フ
ァ
ム
フ
ー
ズ

令
和
四
年
七
月
十
一
日

第
一
一
四
八

項
は
公
定
規
格
の

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
二
丁
目
一
番
三
〇
号

号

と
お
り

岡

山

県

消
石
灰

７
０
．
０
消
石
灰

ア

ル

カ

リ

分

七
〇
・
〇

該
当
な
し

日
本
バ
イ
オ
化
学
工
業
有
限
会
社

令
和
四
年
十
二
月
二
十
六
日

第
一
一
五
〇

神
奈
川
県
川
崎
市
宮
前
区
神
木
二
丁
目
六
番
二

号

〇
号
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〔
一
二
三
〕
肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

登
録
番
号

肥
料
の
種
類

肥

料

の

名

称

変

更

事

項

変

更

前

変

更

後

岡

山

県

加
工
家
き
ん
ふ
ん
肥

醗
酵
鶏
糞

生
産
業
者
の
名
称

有
限
会
社
新
宮
フ
ァ
ー
ム

有
限
会
社
藤
橋
家
ひ
よ
こ
フ
ァ
ー
ム

第
一
一
二
七

料

号岡

山

県

蒸
製
毛
粉

フ
ェ
ザ
ー
ミ
ー
ル

生
産
業
者
の
住
所

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
二
丁
目
一
番
三
〇
号

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
一
丁
目
六
番
五
号

第
一
一
四
八

号

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



〔
一
二
四
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

地
区
名 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

用
吉
・
豊
岡
地
区 

 

二 

縦
覧
に
供
す
る
書
類 

 
 

換
地
計
画
書 

 
 

 
 

 
 

 
 

三 

縦
覧
の
期
間 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年
四
月
七
日
ま
で 

四 

縦
覧
の
場
所 

 
 

玉
野
市
役
所 

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



〔
一
二
五
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
伴
う
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。     

 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

事
業
主
体 

 
 

 
 

地 

区 

名      
 

 
 

工 
 

種 
 

 
 

 

完
了
年
月
日 

 

児
島
湾
土
地
改
良
区 

北
七
区
支
線
２
号 

 
 

 

か
ん
が
い
排
水 

 
 

令
和
五
・ 

二
・
二
十 

〃       
 

       

北
七
区
支
線
６
号 

 
 

 

〃       
 

 
 

 
 

令
和
五
・ 

二
・ 

十 

〃       
 

       
北
七
区
支
線
75
号 

 
 

 

〃        
 

 
 

 

令
和
五
・ 

二
・ 

十 
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〔
一
二
六
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

県
内
全
域 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
電
子
国
土
基
本
図
（
地
図

情
報
）
修
正
） 

測

量

の

種

類 

令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
一
二
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
真
壁
字
八
神
四
〇
二
―
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
門
田
一
二
九
八
―
一
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
Ｋ 

Ｃ
二
〇
二 

井
戸 

直
哉 

井
戸 

遥
香 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
二
月
二
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
七
二
号 
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〔
一
二
八
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
北
溝
手
字
新
田
二
三
八
―
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
中
央
二
丁
目
二
二
―
一
五
和
讃
二
〇
五
号 

長
谷
川
拓
磨 

長
谷
川
優
花 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
四
号 
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〔
一
二
九
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
福
井
字
重
安
一
二
九
―
七 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
真
壁
一
一
二
七
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
総
社
二
〇
二 

竹
内 

大
雅 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
二
十
四
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
二
五
号 
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〔
一
三
〇
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
二
〇
―
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
総
社
三
丁
目
一
二
―
四
〇
ブ
リ
ア
ン
Ｈ
Ｍ 

Ｂ
棟
二
〇
五 

臼
井 

悠
貴 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
五
号 
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〔
一
三
一
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

総
社
市
井
手
字
袋
ノ
東
二
二
一
―
四
、
二
二
七
―
一
二
、
二
二
七
―
一
三 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
中
央
四
丁
目
一
六
―
一
〇
九
ソ
ル
コ
リ
ー
ヌ
二
〇
一 

横
溝 

琢
也 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
二
月
十
五
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
五
六
号 
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〔
一
三
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
六
ノ
割
三
九
〇
―
二
、
三
九
〇
―
三
、
三
九
〇
―
四
、
三
九
〇
―
五
、
三

九
二
―
三
、
三
九
二
―
四 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

東
京
都
品
川
区
東
品
川
一
丁
目
三
―
一
〇 

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

村
田 
省
三 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
〇
号 
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〔
一
三
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
六
ノ
割
三
九
〇
―
二
、
三
九
〇
―
三
、
三
九
〇
―
四
、
三
九
〇
―
五
、
三

九
二
―
三
、
三
九
二
―
四 

二 

公
共
施
設
の
種
類 

    

広
場 

三 

位
置
及
び
区
域 

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て 

 

閲
覧
に
供
す
る
。
） 

四 

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名 

東
京
都
品
川
区
東
品
川
一
丁
目
三
―
一
〇 

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

村
田 

省
三 

五 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
五
年
一
月
十
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
四
一
〇
号 
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     １
 

調
達

内
容

 

(
1
)
 
調

達
件

名
 

令
和

５
年

度
岡

山
県

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
対

応
Ｐ

Ｏ
Ｓ

レ
ジ

導
入

及
び

運
用

保
守

業
務

 

(
2
)
 
調

達
業

務
の

特
質

等
 

入
札

説
明

書
及

び
岡

山
県

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
対

応
Ｐ

Ｏ
Ｓ

レ
ジ

導
入

及
び

運
用

保
守

業

務
仕

様
書

（
以

下
「

仕
様

書
」

と
い

う
。

）
に

よ
る

。
 

(
3
)
 
契

約
期

間
 

入
札

説
明

書
で

指
定

す
る

期
間

 

(
4
)
 
履

行
場

所
 

 岡
山

県
出

納
局

会
計

課
の

指
定

す
る

場
所

 

(
5
)
 
入

札
方

法
 

総
合

評
価

一
般

競
争

入
札

に
よ

り
実

施
す

る
。

 

２
 

競
争

入
札

参
加

資
格

 

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

者
と

す
る

。
 

 
(
1
)
 
入

札
書

の
提

出
の

日
ま

で
に

、
岡

山
県

役
務

の
提

供
の

契
約

に
係

る
入

札
参

加
資

格
審

査
要

領

（
平

成
1
9
年

岡
山

県
告

示
第

3
3
2
号

。
以

下
「

入
札

参
加

資
格

審
査

要
領

」
と

い
う

。
）
に

基
づ

く

情
報

通
信

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
入

札
参

加
資

格
の

格
付

区
分

が
Ａ

で
あ

る
こ

と
。

 

 
(
2
)
 
地

方
自

治
法

施
行

令
（

昭
和

2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
6
7
条

の
４

第
２

項
の

規
定

に
該

当
し

な
い

者
で

あ
る

こ
と

。
 

 
(
3
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
入

札
参

加
資

格
審

査
要

領
 

の
規

定
に

よ
る

入
札

参
加

の
停

止
の

措
置

を
受

け
て

い
る

者
で

な
い

こ
と

。
 

 
(
4
)
 
こ

の
公

告
の

日
か

ら
落

札
者

が
決

定
す

る
日

ま
で

の
間

に
お

い
て

、
岡

山
県

か
ら

岡
山

県
役

務
 

の
提

供
の

契
約

に
係

る
入

札
参

加
除

外
等

要
領

に
基

づ
く

入
札

参
加

除
外

の
措

置
を

受
け

て
い

る
 

者
で

な
い

こ
と

。
 

 
(
5
)
 
民

事
再

生
法

（
平

成
1
1
年

法
律

第
2
2
5
号

）
に

基
づ

く
再

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

な
さ

れ
て

 

い
る

者
又

は
会

社
更

生
法

（
平

成
1
4
年

法
律

第
1
5
4
号

）
に

基
づ

く
更

生
手

続
開

始
の

申
立

て
が

 

な
さ

れ
て

い
る

者
（

再
生

手
続

開
始

の
決

定
又

は
更

生
手

続
開

始
の

決
定

を
受

け
て

い
る

者
を

除

く
。

）
で

な
い

こ
と

。
 

 
(
6
)
 
賃

貸
借

す
る

物
品

に
つ

い
て

、
第

三
者

か
ら

県
に

貸
付

け
を

行
わ

せ
よ

う
と

す
る

者
に

あ
っ

て
 

は
、
当

該
第

三
者

が
岡

山
県

の
物

品
の

売
買

、
修

理
等

の
契

約
に

係
る

一
般

競
争

入
札
（

条
件

付
）
 

参
加

資
格

者
名

簿
に

登
載

さ
れ

て
お

り
、

当
該

名
簿

の
営

業
種

目
が

、
「

大
分

類
：

９
そ

の
他

、

小
分

類
：

1
2
レ

ン
タ

ル
・

リ
ー

ス
類

」
で

あ
り

、
そ

の
ラ

ン
ク

が
Ａ

で
あ

る
者

を
あ

ら
か

じ
め

選

定
し

て
お

く
こ

と
。

 

(
7
)
 
岡

山
県

建
設

工
事

等
暴

力
団

対
策

会
議

運
営

要
領

に
基

づ
く

指
名

除
外

の
措

置
を

受
け

て
い

る
 

者
で

な
い

こ
と

。
 

３
 

競
争

入
札

参
加

資
格

申
請

手
続

 

こ
の

一
般

競
争

入
札

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
者

は
、

次
に

掲
げ

る
と

こ
ろ

に
よ

り
、

競
争

入
札

参

加
資

格
の

確
認

を
受

け
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 

 
(
1
)
 
入

札
参

加
資

格
確

認
申

請
書

の
交

付
等

 

 
 

ア
 

交
付

期
間

 

〔
一
三
四
〕
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

札
を
実
施
す
る
。
な
お
、
こ
の
入
札
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第

百
六
十
七
条
の
十
の
二
の
規
定
に
よ
る
総
合
評
価
一
般
競
争
入
札
方
式
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
す
る
。 

 
 

令
和
五
年
三
月
十
七
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
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令
和

５
年

３
月

1
7
日
（

金
）
か

ら
同

月
2
4
日
（

金
）
ま

で
（

岡
山

県
の

休
日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
岡

山
県

条
例

第
２

号
）

第
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
県

の
休

日
（

以
下

「
休

日
」

と
い

う
。

）
を

除
く

。
）

の
午

前
９

時
か

ら
午

後
５

時
ま

で
 

 
 

イ
 

交
付

場
所

 

〒
7
0
0
－

8
5
7
0
 

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号
 

岡
山

県
出

納
局

会
計

課
総

務
班

（
岡

山
県

庁
２

階
）

 

電
話

：
（

0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
2
8
（

直
通

）
 

Ｆ
Ａ

Ｘ
：

0
8
6
-
2
2
1
-
6
6
4
8
 

電
子

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
：

k
a
i
k
e
i
@
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
l
g
.
j
p
 

ま
た

、
岡

山
県

出
納

局
会

計
課

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
 

/
s
o
s
h
i
k
i
/
7
3
/
）

か
ら

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

 
(
2
)
 
入

札
参

加
資

格
確

認
申

請
書

の
受

付
等

 

 
 

ア
 

受
付

期
間

 

令
和

５
年

３
月

1
7
日

（
金

）
か

ら
同

月
2
4
日

（
金

）
ま

で
（

休
日

を
除

く
。

）
の

午
前

９

時
か

ら
午

後
５

時
ま

で
 

 
 

イ
 

受
付

場
所

 

（
1
）

イ
の

場
所

に
同

じ
。

 

 
 

ウ
 

提
出

書
類

 

 
 

 
（

ｱ
）

入
札

参
加

資
格

確
認

申
請

書
 

 
 

 
（

ｲ
）
賃

貸
借

す
る

物
品

に
つ

い
て

２
（

6
）
に

定
め

る
第

三
者

に
よ

る
貸

付
け

を
行

わ
せ

よ

う
と

す
る

場
合

に
あ

っ
て

は
、
岡

山
県

キ
ャ

ッ
シ

ュ
レ

ス
決

済
対

応
Ｐ

Ｏ
Ｓ

レ
ジ

導
入

及

び
運

用
保

守
業

務
の

賃
貸

借
に

つ
い

て
入

札
説

明
書

に
定

め
る

書
類

 

 
 

エ
 

提
出

方
法

 

持
参

又
は

書
留

郵
便

若
し

く
は

信
書

便
に

よ
る

送
付

（
以

下
「

郵
送

等
」

と
い

う
。

）
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(
3
)
 
結

果
通

知
等

 

 
 

 
２

（
1
）

、
（

2
）

及
び

(
6
)
の

競
争

入
札

参
加

資
格

に
つ

い
て

審
査

し
、

適
合

又
は

不
適

合

で
あ

っ
た

旨
を

通
知

す
る

。
ま

た
、

２
(
3
)
か

ら
(
5
)
ま

で
及

び
(
7
)
の

競
争

入
札

参
加

資
格

に

つ
い

て
は

、
５

(
4
)
の

提
案

者
説

明
会

の
終

了
後

に
審

査
し

、
不

適
合

と
認

め
ら

れ
た

者
に

対

し
て

は
、
そ

の
旨

を
通

知
す

る
。
な

お
、
競

争
入

札
参

加
資

格
が

不
適

合
と

認
め

ら
れ

た
者

は
、

県
に

対
し

て
、

そ
の

理
由

に
つ

い
て

説
明

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

４
 

入
札

説
明

書
の

交
付

等
 

 
(
1
)
 
入

札
説

明
書

及
び

仕
様

書
の

交
付

期
間

及
び

交
付

場
所

 

ア
 

交
付

期
間

 

令
和

５
年

３
月

1
7
日

（
金

）
か

ら
同

月
2
4
日

（
金

）
ま

で
（

休
日

を
除

く
。

）
の

午
前

９

時
か

ら
午

後
５

時
ま

で
 

イ
 

交
付

場
所

 

３
（

1
）
イ

の
場

所
に

同
じ

。
た

だ
し

、
交

付
場

所
に

赴
く

こ
と

が
困

難
な

者
に

つ
い

て
は

、

郵
送

等
で

の
交

付
を

行
う

。
こ

の
場

合
は

、
個

別
に

上
記

３
（

1
）
イ

の
場

所
に

電
話

又
は

電

子
メ

ー
ル

で
連

絡
を

行
う

こ
と

。
ま

た
、

入
札

説
明

書
に

つ
い

て
は

岡
山

県
出

納
局

会
計

課

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
（

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
7
3
/
）
か

ら
ダ

ウ
ン

ロ

ー
ド

す
る

こ
と

も
で

き
る

。
 

 
(
2
)
 
入

札
説

明
会

 

開
催

し
な

い
。

 

５
 

入
札

及
び

開
札

等
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こ
の

一
般

競
争

入
札

に
参

加
す

る
者

は
、

入
札

書
及

び
提

案
書

を
次

の
と

お
り

提
出

し
な

け
れ

ば

な
ら

な
い

。
な

お
、
開

札
後

、
予

定
価

格
の

範
囲

内
の

応
札

者
に

限
り

、
提

案
書

説
明

会
を

開
催

し
、

評
価

を
行

う
。

 

(
1
)
 
開

札
の

日
時

及
び

場
所

 

 
ア

 
日

時
 

 
 

 
令

和
５

年
４

月
1
8
日

（
火

）
午

後
３

時
 

 
イ

 
場

所
 

 
 

 
岡

山
市

北
区

内
山

下
二

丁
目

４
番

６
号

 

 
 

 
岡

山
県

庁
地

下
１

階
出

納
局

用
度

課
入

札
室

 

(
2
)
 
入

札
書

の
提

出
方

法
 

 
 

次
の

い
ず

れ
か

の
方

法
に

よ
る

こ
と

。
 

 
ア

 
持

参
 

契
約

を
締

結
す

る
権

限
を

有
し

て
い

る
者

（
以

下
「

本
人

」
と

い
う

。
）

又
は

代
理

人

が
(
1
)
の

日
時

及
び

場
所

に
入

札
書

及
び

提
案

書
を

持
参

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
代

理
人

が

持
参

す
る

場
合

は
、

本
人

か
ら

の
委

任
状

を
持

参
し

、
開

札
前

に
提

出
す

る
こ

と
。

 

 
イ

 
郵

送
等

 

本
人

が
作

成
し

た
入

札
書

及
び

提
案

書
を

封
印

を
し

て
、
３

(
1
)
イ

の
場

所
を

宛
先

と
し

た
配

達
証

明
付

き
の

郵
便

（
封

筒
を

二
重

と
し

、
外

側
の

封
筒

に
「

入
札

書
等

在
中

」
と

朱
書

き
し

、
内

側
の

封
筒

に
１

(
1
)
の

件
名

及
び

(
1
)
ア

の
日

時
を

記
載

し
た

も
の

に
限

る
。
）

を
も

っ
て

令
和

５
年

４
月

1
8
日

（
火

）
の

午
後

０
時

ま
で

に
到

着
す

る
よ

う
郵

送
等

に
よ

り
提

出
す

る
こ

と
。

 

(
3
)
 
入

札
方

法
 

入
札

金
額

は
、
賃

貸
借

料
の

総
額

と
す

る
。

な
お

、
落

札
者

の
決

定
に

当
た

っ
て

は
、
入

札

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
に

当
該

金
額

の
1
0
0
分

の
1
0
に

相
当

す
る

額
を

加
算

し
た

金
額

（
当

該

金
額

に
１

円
未

満
の

端
数

が
あ

る
と

き
は

、
そ

の
端

数
を

切
り

捨
て

る
も

の
と

す
る

。
）
を

も

っ
て

落
札

価
格

と
す

る
の

で
、
入

札
者

は
、
消

費
税

及
び

地
方

消
費

税
に

係
る

課
税

事
業

者
で

あ
る

か
免

税
事

業
者

で
あ

る
か

を
問

わ
ず

、
見

積
も

っ
た

契
約

金
額

の
1
1
0
分

の
1
0
0
に

相
当

す

る
金

額
を

入
札

書
に

記
載

す
る

こ
と

。
 

(
4
)
 
提

案
書

説
明

会
 

ア
 

開
催

日
 

 
 

令
和

５
年

４
月

1
9
日

（
水

）
 

イ
 

場
所

 

 
 

（
1
）

イ
の

場
所

に
同

じ
。

 

ウ
 

説
明

時
間

等
 

提
案

書
の

説
明

の
時

間
は

、
内

容
説

明
3
0
分

及
び

質
疑

応
答

2
0
分

の
計

5
0
分

と
す

る
。
開

始
時

刻
等

の
詳

細
に

つ
い

て
は

、
入

札
終

了
後

に
予

定
価

格
の

範
囲

内
の

価
格

を
も

っ
て

応

札
し

た
者

に
対

し
て

通
知

す
る

。
 

６
 

落
札

者
決

定
基

準
 

 
(
1
)
 
入

札
価

格
に

応
じ

て
、

次
の

と
お

り
価

格
評

価
点

を
与

え
る

。
（

配
点

2
0
0
点

）
 

 
 

 
価

格
評

価
点

＝
2
0
0
×

（
１

－
（

入
札

金
額

×
1
.
1
0
）

／
入

札
予

定
価

格
）

 

 
(
2
)
 
提

出
さ

れ
た

提
案

書
の

内
容

に
応

じ
て

、
次

の
評

価
項

目
に

よ
り

機
能

評
価

点
を

与
え

る
。（

配
 

点
2
0
0
点

）
 

評
価

項
目

 
主

な
評

価
内

容
 

配
点

 

提
案

見
積

 
提

案
見

積
 

５
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基
本

方
針

 
基

本
方

針
 

５
 

契
約

 
契

約
要

件
 

契
約

満
了

時
の

考
え

方
 

５
 

実
施

体
制

 
実

施
体

制
 

2
5
 

実
施

計
画
（

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

計
画

書
）

 

実
施

計
画

／
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
 

テ
ス

ト
計

画
 

2
5
 

業
務

実
績

 
業

務
実

績
 

５
 

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

 
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
 

3
0
 

導
入

業
務

 
再

委
託

 

導
入

機
器

の
基

本
的

な
性

能
及

び
操

作
方

法
（

Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ

ジ
）

 

導
入

機
器

の
基

本
的

な
性

能
及

び
操

作
方

法
（

Ｐ
Ｏ

Ｓ
シ

ス
テ

ム
）

 

機
器

構
成

／
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

導
入

支
援

業
務

 

7
0
 

運
用

保
守

業
務

 
再

委
託

 

運
用

保
守

体
制

 

運
用

作
業

の
方

針
 

保
守

作
業

の
方

針
 

障
害

時
／

問
合

せ
対

応
 

2
5
 

そ
の

他
 

機
密

保
護

 

著
作

権
 

独
自

提
案

 

５
 

 
(
3
)
 
落

札
者

の
決

定
方

法
 

入
札

書
に

記
載

さ
れ

た
入

札
価

格
が

予
定

価
格

以
下

で
あ

る
者

の
う

ち
、
(
1
)
の

入
札

価
格

並
び

に
(
2
)
の

評
価

項
目

に
よ

り
、
価

格
評

価
点

及
び

機
能

評
価

点
の

合
計

得
点

の
最

も
高

い
入

札
者

を

落
札

者
と

す
る

。
な

お
、

価
格

評
価

点
及

び
機

能
評

価
点

の
合

計
得

点
が

最
も

高
い

者
が

２
者

以

上
あ

る
と

き
は

、
機

能
評

価
点

の
高

い
者

を
優

先
す

る
。

 

７
 

そ
の

他
 

 
(
1
)
 
入

札
及

び
契

約
手

続
に

お
い

て
使

用
す

る
言

語
及

び
通

貨
 

日
本

語
及

び
日

本
国

通
貨

 

 
(
2
)
 
入

札
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
（

昭
和

6
1
年

岡
山

県
規

則
第

８
号

）
第

1
3
1
条

及
び

第
1
3
3
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
3
)
 
契

約
保

証
金

 

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
5
3
条

及
び

第
1
5
5
条

の
規

定
に

よ
る

。
 

 
(
4
)
 
入

札
の

無
効

 

こ
の

公
告

に
示

し
た

競
争

入
札

参
加

資
格

の
な

い
者

の
し

た
入

札
、

入
札

者
に

求
め

ら
れ

る
義

務
を

履
行

し
な

か
っ
た
者

の
し

た
入

札
そ
の
他

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
4
0
条

各
号

に
掲

げ
る
入

札
に

係
る

入
札

書
は

、
無

効
と

す
る

。
 

 
(
5
)
 
契

約
書

の
作

成
の

要
否

 

要
 

 
(
6
)
 
そ

の
他

 

詳
細

は
、

入
札

説
明

書
に

よ
る

。
 

８
 

S
u
m
m
a
r
y
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(
1
)
 
N
a
m
e
 
a
n
d
 
q
u
a
n
t
i
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 
s
e
r
v
i
c
e
 
t
o
 
b
e
 
p
r
o
c
u
r
e
d
 
:
 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
a
n
d
 
o
p
e
r
a
t
i
o
n
 
m
a
i
n
t
e
n
a
n
c
e
 
s
e
r
v
i
c
e
s
 
w
i
t
h
 
P
O
S
 
r
e
g
i
s
t
e
r
 
f
o
r
 

c
a
s
h
l
e
s
s
 
p
a
y
m
e
n
t
 
f
o
r
 
O
k
a
y
a
m
a
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 

 
(
2
)
 
C
o
n
t
r
a
c
t
 
p
e
r
i
o
d
 
:
 

A
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
o
 
t
h
e
 
b
i
d
 
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
 

 
(
3
)
 
F
u
l
f
i
l
l
m
e
n
t
 
p
l
a
c
e
 
:
 

A
c
c
o
r
d
i
n
g
 
t
o
 
t
h
e
 
b
i
d
 
e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n
 

 
(
4
)
 
T
i
m
e
 
l
i
m
i
t
 
f
o
r
 
t
e
n
d
e
r
 
:
 

3
:
0
0
 
P
.
M
.
 
1
8
 
A
p
r
i
l
（

T
u
e
s
d
a
y
）

，
2
0
2
3
 

 
(
5
)
 
C
o
n
t
a
c
t
 
p
o
i
n
t
 
f
o
r
 
t
h
e
 
n
o
t
i
c
e
 
:
 

O
k
a
y
a
m
a
 P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
 G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 O
f
f
i
c
e
,
 T
r
e
a
s
u
r
y
 B
u
r
e
a
u
,
 O
f
f
i
c
e
 A
c
c
o
u
n
t
i
n
g
 

D
e
o
a
r
t
m
e
n
t
 

 
 
２

－
４

－
６

，
U
c
h
i
s
a
n
g
e
，

K
i
t
a
－

k
u
，

O
k
a
y
a
m
a
－

s
h
i
，

O
k
a
y
a
m
a
－

k
e
n
，

7
0
0
－

8
5
7
0
，

J
a
p
a
n
 

 
 
 
 
 

T
E
L
 
 
0
8
6
－

2
2
6
－

7
5
2
8
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◎
岡
山
県
議
会
告
示
第
二
号

岡
山
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
議
会
議
長

加

藤

浩

久

岡
山
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程

（

）

岡
山
県
議
会
個
人
情
報
保
護
条
例
の
施
行
に
関
す
る
規
程

平
成
十
八
年
岡
山
県
議
会
告
示
第
三
号

の
全
部
を
改
正
す
る
。

（
趣
旨
）こ

の
規
程
は
、
岡
山
県
議
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
（
令
和
四
年
岡

第
一
条

山
県
条
例
第
五
十
九
号

以
下

条
例

と
い
う

の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と

。

「

」

。
）

す
る
。

（
用
語
）こ

の
規
程
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
条
例
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

第
二
条

（
個
人
識
別
符
号
）

条
例
第
二
条
第
二
項
の
議
長
が
定
め
る
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号
は
、
次
に
掲
げ

第
三
条

る
も
の
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
身
体
の
特
徴
の
い
ず
れ
か
を
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
範
囲
を
適
切
な
手
法
に
よ
り
電
子
計
算
機
の
用
に
供
す
る
た
め
に
変
換

し
た
文
字
、
番
号
、
記
号
そ
の
他
の
符
号

イ

細
胞
か
ら
採
取
さ
れ
た
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（
別
名
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
構
成
す
る
塩
基
の
配
列

ロ

顔
の
骨
格
及
び
皮
膚
の
色
並
び
に
目
、
鼻
、
口
そ
の
他
の
顔
の
部
位
の
位
置
及
び
形
状
に
よ

っ
て
定
ま
る
容
貌

ハ

虹
彩
の
表
面
の
起
伏
に
よ
り
形
成
さ
れ
る
線
状
の
模
様

ニ

発
声
の
際
の
声
帯
の
振
動
、
声
門
の
開
閉
並
び
に
声
道
の
形
状
及
び
そ
の
変
化

ホ

歩
行
の
際
の
姿
勢
及
び
両
腕
の
動
作
、
歩
幅
そ
の
他
の
歩
行
の
態
様

ヘ

手
の
ひ
ら
又
は
手
の
甲
若
し
く
は
指
の
皮
下
の
静
脈
の
分
岐
及
び
端
点
に
よ
っ
て
定
ま
る
そ

の
静
脈
の
形
状

ト

指
紋
又
は
掌
紋

二

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
第
三
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
保
険
者
番
号
及

び
同
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号

三

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
保
険
者
番
号
及

び
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
等
記
号
・
番
号

四

旅
券
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
の
旅
券
の
番
号

五

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号
に
規

定
す
る
旅
券

日
本
国
政
府
の
発
行
し
た
も
の
を
除
く

の
番
号
及
び
同
法
第
十
九
条
の
四
第
一

（

。
）

項
第
五
号
の
在
留
カ
ー
ド
の
番
号

六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
第
四
十
五
条
第
一
項
に
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規
定
す
る
保
険
者
番
号
及
び
加
入
者
等
記
号
・
番
号

七

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
一
項

に
規
定
す
る
保
険
者
番
号
及
び
組
合
員
等
記
号
・
番
号

八

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
百
十
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定

す
る
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
記
号
・
番
号

九

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
基
礎
年
金
番
号

十

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
三
条
第
一
項
第
一
号
の
免
許
証
の
番

号
十
一

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
第
百
四
十
四
条
の
二

十
四
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
者
番
号
及
び
組
合
員
等
記
号
・
番
号

十
二

住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
七
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
住

民
票
コ
ー
ド

十
三

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
十
条
第
一
項
の
雇
用
保
険
被

保
険
者
証
の
被
保
険
者
番
号

十
四

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
六
十
一
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
保
険
者
番
号
及
び
被
保
険
者
番
号

十
五

日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に
関
す
る

特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
第
三
号
の
特
別
永
住
者
証
明
書
の
番
号

十
六

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
二
条
第
三
項
の
被
保
険
者
証
の
番
号

及
び
保
険
者
番
号

十
七

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号

（
要
配
慮
個
人
情
報
）

条
例
第
二
条
第
三
項
の
議
長
が
定
め
る
記
述
等
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
内
容

第
四
条

と
す
る
記
述
等
（
本
人
の
病
歴
又
は
犯
罪
の
経
歴
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く

）
と
す
る
。

。

一

次
に
掲
げ
る
身
体
障
害

知
的
障
害

精
神
障
害

発
達
障
害
を
含
む

そ
の
他
の
心
身
の
機

、

、

（

。
）

能
の
障
害
が
あ
る
こ
と
。

イ

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
別
表
に
掲
げ
る
身
体
上
の

障
害

ロ

知
的
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
七
号
）
に
い
う
知
的
障
害

ハ

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）

に
い
う
精
神
障
害
（
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
発
達
障
害
を
含
み
、
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く

）
。

ニ

治
療
方
法
が
確
立
し
て
い
な
い
疾
病
そ
の
他
の
特
殊
の
疾
病
で
あ
っ
て
障
害
者
の
日
常
生
活

及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
る
障
害
の
程
度
が
同
項
の
主
務
大
臣
が
定
め
る
程
度
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で
あ
る
も
の

二

本
人
に
対
し
て
医
師
そ
の
他
医
療
に
関
連
す
る
職
務
に
従
事
す
る
者
（
次
号
に
お
い
て
「
医
師

等

と
い
う

に
よ
り
行
わ
れ
た
疾
病
の
予
防
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
健
康
診
断
そ
の
他
の
検

」

。
）

査
（
同
号
に
お
い
て
「
健
康
診
断
等
」
と
い
う

）
の
結
果

。

三

健
康
診
断
等
の
結
果
に
基
づ
き
、
又
は
疾
病
、
負
傷
そ
の
他
の
心
身
の
変
化
を
理
由
と
し
て
、

本
人
に
対
し
て
医
師
等
に
よ
り
心
身
の
状
態
の
改
善
の
た
め
の
指
導
又
は
診
療
若
し
く
は
調
剤
が

行
わ
れ
た
こ
と
。

四

本
人
を
被
疑
者
又
は
被
告
人
と
し
て
、
逮
捕
、
捜
索
、
差
押
え
、
勾
留
、
公
訴
の
提
起
そ
の
他

の
刑
事
事
件
に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

五

本
人
を
少
年
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
少
年
又

は
そ
の
疑
い
の
あ
る
者
と
し
て
、
調
査
、
観
護
の
措
置
、
審
判
、
保
護
処
分
そ
の
他
の
少
年
の
保

護
事
件
に
関
す
る
手
続
が
行
わ
れ
た
こ
と
。

（
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
）

条
例
第
十
一
条
の
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
も
の
と
し
て
議
長
が
定
め

第
五
条

る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

要
配
慮
個
人
情
報
が
含
ま
れ
る
保
有
個
人
情
報
（
高
度
な
暗
号
化
そ
の
他
の
個
人
の
権
利
利
益

を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
を
除
く

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

の
漏

。

。
）

え
い

滅
失
若
し
く
は
毀
損

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

漏
え
い
等

と
い
う

が
発
生
し

又

、

（

「

」

。
）

、

は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態

二

不
正
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
財
産
的
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
保
有
個
人
情
報
の
漏

え
い
等
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態

三

不
正
の
目
的
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
お
そ
れ
が
あ
る
保
有
個
人
情
報
の
漏
え
い
等
が
発
生
し
、
又

は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
事
態

四

保
有
個
人
情
報
に
係
る
本
人
の
数
が
百
人
を
超
え
る
漏
え
い
等
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お

そ
れ
が
あ
る
事
態

２

議
長
は
、
条
例
第
十
一
条
本
文
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
す
る
場
合
に
は
、
前
項
各
号
に
定
め
る
事

態
を
知
っ
た
後
、
当
該
事
態
の
状
況
に
応
じ
て
速
や
か
に
、
当
該
本
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た

め
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
次
に
定
め
る
事
項
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

概
要

二

漏
え
い
等
が
発
生
し
、
又
は
発
生
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
保
有
個
人
情
報
の
項
目

三

原
因

四

二
次
被
害
又
は
そ
の
お
そ
れ
の
有
無
及
び
そ
の
内
容

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

（
電
磁
的
方
法
）

条
例
第
十
五
条
第
四
項
に
規
定
す
る
電
磁
的
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

第
六
条

一

電
話
番
号
を
送
受
信
の
た
め
に
用
い
て
電
磁
的
記
録
を
相
手
方
の
使
用
に
係
る
携
帯
し
て
使
用

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



す
る
通
信
端
末
機
器
に
送
信
す
る
方
法
（
他
人
に
委
託
し
て
行
う
場
合
を
含
む

）
。

二

電
子
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
方
法
（
他
人
に
委
託
し
て
行
う
場
合
を
含
む

）
。

三

前
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
受
信
を
す
る
者
を
特
定
し
て
情
報
を
伝
達
す
る
た
め
に
用

い
ら
れ
る
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
第
二
条
第
一
号

に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う

）
を
送
信
す
る
方
法
（
他
人
に
委
託
し
て
行
う
場
合
を
含
む

）

。

。

（
匿
名
加
工
情
報
の
安
全
管
理
措
置
の
基
準
）

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
議
長
が
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
七
条

一

匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
者
の
権
限
及
び
責
任
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
。

二

匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
程
類
を
整
備
し
、
当
該
規
程
類
に
従
っ
て
匿
名
加
工
情

報
を
適
切
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
そ
の
取
扱
い
の
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

匿
名
加
工
情
報
を
取
り
扱
う
正
当
な
権
限
を
有
し
な
い
者
に
よ
る
匿
名
加
工
情
報
の
取
扱
い
を

防
止
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

（
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
の
作
成
及
び
公
表
）

議
長
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
（
条
例
第
十
七
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
及
び
同
条
第

第
八
条

三
項
の
規
定
に
よ
り
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
な
い
も
の
を
除
く
。
次
項
及
び
第
四
項
に
お

い
て
同
じ

を
保
有
す
る
に
至
っ
た
と
き
は

直
ち
に

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
し
な
け
れ

。
）

、

、

ば
な
ら
な
い
。

２

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
は
、
議
会
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
通
じ
て
一
の
帳
簿
と

す
る
。

３

議
長
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当

該
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

議
長
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
に
掲
載
し
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
を
や
め
た
と
き
、
又

は
そ
の
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

遅
滞
な
く
、
当
該
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
の
記
載
を
消
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

議
長
は
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作
成
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
事
務
所
に
備
え
て

置
き
一
般
の
閲
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を

利
用
す
る
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
議
長
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

条
例
第
二
条
第
五
項
第
一
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
又
は
同
項
第
二
号
に
係
る
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
の
別

二

条
例
第
二
条
第
五
項
第
一
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
、
第
九
項
に
規
定
す
る
個

人
情
報
フ
ァ
イ
ル
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

７

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
の
議
長
が
定
め
る
数
は
、
千
人
と
す
る
。

８

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
ト
の
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
は
、
次
に
掲
げ
る
個
人

情
報
フ
ァ
イ
ル
と
す
る
。
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一

次
に
掲
げ
る
者
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人
事
、
給
与
又
は
報
酬
、

福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
者
の

採
用
又
は
選
定
の
た
め
の
試
験
に
関
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
を
含
む

）
。

イ

執
行
機
関
の
職
員
又
は
当
該
職
員
で
あ
っ
た
者

ロ

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
者
又
は
イ
に
掲
げ
る
者
の
被
扶
養
者
又
は
遺

族

二

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
者
及
び
前
号
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
を
併
せ
て

記
録
す
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
、
専
ら
そ
の
人
事
、
議
員
報
酬
、
給
与
又
は
報
酬
、
福

利
厚
生
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
事
項
を
記
録
す
る
も
の

９

条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
三
号
の
議
長
が
定
め
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
は
、
条
例
第
二
条
第
五
項

第
二
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
で
、
そ
の
利
用
目
的
及
び
記
録
範
囲
が
条
例
第
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
公
表
に
係
る
条
例
第
二
条
第
五
項
第
一
号
に
係
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
利
用
目
的

及
び
記
録
範
囲
の
範
囲
内
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
開
示
請
求
書
）

条
例
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
開
示
請
求
書
は
、
開
示
請
求
書
（
様
式
第
一
号
）
に
よ

第
九
条

る
も
の
と
す
る
。

（
開
示
請
求
等
に
お
け
る
本
人
確
認
手
続
等
）

条
例
第
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
二
条
第
二
項
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提

第
十
条

、

、

。

示
し

又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
書
類
は

次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
と
す
る

一

開
示
請
求
書
、
訂
正
請
求
書
又
は
利
用
停
止
請
求
書
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
開
示
請
求
書

等

と
い
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
開
示
請
求
を
す
る
者

訂
正
請
求
を
す
る
者
又
は
利
用
停
止

」

。
）

、

請
求
を
す
る
者

以
下
こ
の
条
に
お
い
て

開
示
請
求
者
等

と
い
う

の
氏
名
及
び
住
所
又
は

（

「

」

。
）

居
所
と
同
一
の
氏
名
及
び
住
所
又
は
居
所
が
記
載
さ
れ
て
い
る
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
の
被
保

険
者
証
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三

に
規
定
す
る
在
留
カ
ー
ド
、
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の

出
入
国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
永
住
者
証
明
書
そ
の
他
法
律
又

は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
書
類
で
あ
っ
て
、
当
該
開
示
請
求
者
等
が
本

人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
足
り
る
も
の

二

前
号
に
掲
げ
る
書
類
を
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
提
示
し
、
又
は
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
開
示
請
求
者
等
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
議
長
が
適
当

と
認
め
る
書
類

２

開
示
請
求
書
等
を
議
長
に
送
付
し
て
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
又
は
利
用
停
止
請
求
（
以
下
こ
の
項

及
び
次
項
に
お
い
て

開
示
請
求
等

と
い
う

を
す
る
場
合
に
は

開
示
請
求
者
等
は

前
項
の

「

」

。
）

、

、

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
議
長
に
提
出
す
れ
ば
足
り
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
い
ず
れ
か
を
複
写
機
に
よ
り
複
写
し
た
も
の
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二

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
そ
の
他
そ
の
者
が
前
号
に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
本
人
で
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
議
長
が
適
当
と
認
め
る
書
類
で
あ
っ
て
、
開
示
請
求
等
を
す
る
日
前
三

十
日
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の

３

条
例
第
十
八
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
代
理
人

が
開
示
請
求
等
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
代
理
人
は
、
戸
籍
謄
本
、
委
任
状
そ
の
他
そ
の
資
格
を
証

明
す
る
書
類

開
示
請
求
等
を
す
る
日
前
三
十
日
以
内
に
作
成
さ
れ
た
も
の
に
限
る

を
議
長
に
提

（

。
）

示
し
、
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

開
示
請
求
を
し
た
代
理
人
は
、
当
該
開
示
請
求
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
受
け
る
前
に
そ

の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
書
面
で
そ
の
旨
を
議
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
開
示
請
求
は
、
取
り
下
げ
ら
れ
た
も
の
と
み

な
す
。

（
開
示
決
定
等
の
通
知
）

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
の
議
長
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
十
一
条

一

開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
に
つ
い
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
開
示
の
実
施
の
方
法

二

事
務
所
に
お
け
る
開
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
、
時
間
及
び
場
所
並
び
に
事
務
所
に
お

け
る
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
条
例
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出

を
す
る
際
に
事
務
所
に
お
け
る
開
示
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
の
う
ち
か
ら
事
務
所
に
お
け

る
開
示
の
実
施
を
希
望
す
る
日
を
選
択
す
べ
き
旨

三

写
し
の
送
付
の
方
法
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
準
備
に
要
す

る
日
数
及
び
送
付
に
要
す
る
費
用

四

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
保
有
個
人
情
報
の
開
示
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
準
備
に

要
す
る
日
数
そ
の
他
当
該
開
示
の
実
施
に
必
要
な
事
項

（
開
示
決
定
通
知
書
）

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
の
書
面
は
、
開
示
決
定
通
知
書
（
様
式
第
二
号
）
と
す
る
。

第
十
二
条

２

条
例
第
二
十
四
条
第
二
項
の
書
面
は
、
開
示
を
し
な
い
旨
の
決
定
通
知
書
（
様
式
第
三
号
）
と
す

る
。

（
開
示
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
）

条
例
第
二
十
五
条
第
二
項
の
書
面
は
、
開
示
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
様
式
第
四
号
）

第
十
三
条

と
す
る
。

（
開
示
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
）

条
例
第
二
十
六
条
第
一
項
の
書
面
は
、
開
示
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
（
様
式
第
五

第
十
四
条

号
）
と
す
る
。

（
第
三
者
意
見
照
会
書
等
）

、

（

）

第
十
五
条

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は

第
三
者
意
見
照
会
書

様
式
第
六
号

に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
の
書
面
は
、
第
三
者
意
見
照
会
書
（
様
式
第
七
号
）
と
す
る
。
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３

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
意
見
書
は
、
第
三
者
開
示
決
定
等
意
見
書
（
様
式
第
八

号
）
と
す
る
。

４

議
長
は
、
条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
第

三
者
に
対
し
、
当
該
第
三
者
に
関
す
る
情
報
の
内
容
を
通
知
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
開
示
請
求
に
係

る
保
有
個
人
情
報
の
本
人
の
権
利
利
益
を
不
当
に
侵
害
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５

条
例
第
二
十
七
条
第
一
項
の
議
長
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

開
示
請
求
の
年
月
日

二

意
見
書
を
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
及
び
提
出
期
限

６

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
の
議
長
が
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

二

条
例
第
二
十
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別
及
び
そ
の
理
由

７

条
例
第
二
十
七
条
第
三
項
の
書
面
は
、
開
示
決
定
通
知
を
行
っ
た
旨
の
反
対
意
見
書
提
出
者
へ
の

通
知
書
（
様
式
第
九
号
）
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
の
開
示
方
法
）

条
例
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
議
長
が
定
め
る
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
電

第
十
六
条

磁
的
記
録
の
種
別
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
電
子
計
算
機
に
対
す
る
指

令
で
あ
っ
て
、
一
の
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同

じ

を
用
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
に
あ
っ
て
は

議
会
が
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
行
う

。
）

、

こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る

）
と
す
る
。

。

一

録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
そ
の
他
音
声
又
は
映
像
が
記
録
さ
れ
た
電
磁
的
記
録

当
該
電

磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の
視
聴
又
は
複
写
し
た
も
の
の
交
付

二

前
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
以
外
の
電
磁
的
記
録

当
該
電
磁
的
記
録
を
用
紙
に
出
力
し
た

も
の
の
閲
覧
又
は
交
付

２

前
項
第
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
電
磁
的
記
録
を
専
用
機
器
に
よ
り
再
生
し
た
も
の
の

閲
覧
又
は
複
写
し
た
も
の
の
交
付
の
方
法
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
に
あ
っ

て
は

議
会
が
保
有
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
る

又
は
当
該
電
磁

、

。
）

的
記
録
を
電
子
情
報
処
理
組
織
（
議
会
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

と
開
示
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で

。
）

接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う

を
使
用
し
て
開
示
を
受
け
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算

。
）

機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
複
写
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
開
示
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
と
き
は
、

当
該
方
法
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
電
磁
的
記
録
の
開
示
に
あ
っ
て
は
、
議
長
は
、
当
該
電
磁
的
記
録

の
保
存
に
支
障
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
そ
の
他
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
電
磁
的
記
録
を
複
写
し
た
も
の
又
は
用
紙
に
出
力
し
た
も
の
の
写
し
に
よ
り
、
こ
れ
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
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（
開
示
の
実
施
の
方
法
等
の
申
出
）

条
例
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面

第
十
七
条

に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

求
め
る
開
示
の
実
施
の
方
法
（
開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
部
分
ご
と
に
異
な
る
方
法

に
よ
る
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
部
分
ご
と
の
開
示
の
実
施

の
方
法
）

二

開
示
決
定
に
係
る
保
有
個
人
情
報
の
一
部
に
つ
い
て
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
部
分

三

事
務
所
に
お
け
る
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
事
務
所
に
お
け
る
開
示
の
実
施

を
希
望
す
る
日

四

写
し
の
送
付
の
方
法
に
よ
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
の
実
施
を
求
め
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

の
旨

２

条
例
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
開
示
請
求
書
に
記
載

さ
れ
た
事
項
を
変
更
し
な
い
と
き
は
、
条
例
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
す
る
こ

と
を
要
し
な
い
。

（
公
文
書
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
の
額
等
）

条
例
第
三
十
条
の
議
長
が
定
め
る
額
は
、
別
表
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

第
十
八
条

２

写
し
の
送
付
に
要
す
る
費
用
は
、
郵
便
切
手
で
納
付
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

３

公
文
書
の
写
し
の
交
付
に
要
す
る
費
用
は
、
前
納
と
す
る
。

（
訂
正
請
求
書
）

条
例
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
訂
正
請
求
書
は
、
訂
正
請
求
書
（
様
式
第
十
号
）

第
十
九
条

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
訂
正
決
定
通
知
書
等
）

条
例
第
三
十
四
条
第
一
項
の
書
面
は
、
訂
正
決
定
通
知
書
（
様
式
第
十
一
号
）
と
す
る
。

第
二
十
条

２

条
例
第
三
十
四
条
第
二
項
の
書
面
は
、
訂
正
を
し
な
い
旨
の
決
定
通
知
書
（
様
式
第
十
二
号
）
と

す
る
。

（
訂
正
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
）

条
例
第
三
十
五
条
第
二
項
の
書
面
は
、
訂
正
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
様
式
第
十
三

第
二
十
一
条

号
）
と
す
る
。

（
訂
正
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
）

、

（

）

第
二
十
二
条

条
例
第
三
十
六
条
の
書
面
は

訂
正
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書

様
式
第
十
四
号

と
す
る
。

（
保
有
個
人
情
報
提
供
先
へ
の
訂
正
決
定
通
知
書
）

条
例
第
三
十
七
条
の
書
面
は
、
保
有
個
人
情
報
提
供
先
へ
の
訂
正
決
定
通
知
書
（
様
式

第
二
十
三
条

第
十
五
号
）
と
す
る
。

（
利
用
停
止
請
求
書
）
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条
例
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
停
止
請
求
書
は
、
利
用
停
止
請
求
書
（
様

第
二
十
四
条

式
第
十
六
号
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
利
用
停
止
決
定
通
知
書
等
）

条
例
第
四
十
一
条
第
一
項
の
書
面
は
、
利
用
停
止
決
定
通
知
書
（
様
式
第
十
七
号
）
と

第
二
十
五
条

す
る
。

、

（

）

２

条
例
第
四
十
一
条
第
二
項
の
書
面
は

利
用
停
止
を
し
な
い
旨
の
決
定
通
知
書

様
式
第
十
八
号

と
す
る
。

（
利
用
停
止
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
）

条
例
第
四
十
二
条
第
二
項
の
書
面
は
、
利
用
停
止
決
定
等
期
限
延
長
通
知
書
（
様
式
第

第
二
十
六
条

十
九
号
）
と
す
る
。

（
利
用
停
止
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
）

条
例
第
四
十
三
条
の
書
面
は
、
利
用
停
止
決
定
等
期
限
特
例
延
長
通
知
書
（
様
式
第
二

第
二
十
七
条

十
号
）
と
す
る
。

（
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
書
）

条
例
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
諮
問
を
し
た
旨
の
通
知
書
（
様
式

第
二
十
八
条

第
二
十
一
号
）
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
施
行
の
状
況
の
公
表
の
方
法
）

条
例
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
施
行
の
状
況
の
公
表
は
、
岡
山
県
公
報
に
登
載
し
て

第
二
十
九
条

行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
程
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
規
程
の
施
行
の
際
現
に
議
会
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
の
第
八
条
第

一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

同
項
中

直
ち
に

と
あ
る
の
は

岡
山
県
議
会
の
保
有
す
る

、

「

」

、「

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
施
行
規
程
（
令
和
四
年
岡
山
県
議
会
告
示
第
二
号
）
の
施
行
後
遅

滞
な
く
」
と
す
る
。

（
第
十
八
条
関
係
）

別
表

公
文
書
の
種
類

写
し
の
交
付
の
方
法

金

額

一

文
書
、
図
画
又
は
写
真

イ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

一
枚
に
つ
き
十
円
。
た

だ
し
、
多
色
刷
り
の
も

の
に
あ
っ
て
は
、
一
枚

に
つ
き
五
十
円

ロ

乾
式
複
写
機
に
よ
る
写
し

写
し
の
作
成
に
要
す
る

以
外
の
も
の

費
用
に
相
当
す
る
額
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二

ビ
デ
オ
テ
ー
プ

ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
複

一
巻
に
つ
き
百
十
円

製
し
た
も
の

三

録
音
テ
ー
プ

録
音
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
複
製

一
巻
に
つ
き
九
十
円

し
た
も
の

四

電
磁
的
記
録
（
二
の
項
又

イ

印
刷
物
と
し
て
出
力
し
た

一
枚
に
つ
き
十
円

は
三
の
項
に
該
当
す
る
も
の

も
の

を
除
く

）
。

ロ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
四
十
円

規
格
Ｘ
〇
六
〇
六
及
び
Ｘ
六

二
八
一
に
適
合
す
る
直
径
百

二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
光
デ

ィ
ス
ク
の
再
生
装
置
で
再
生

す
る
こ
と
が
可
能
な
も
の
に

限
る

）
に
複
製
し
た
も
の

。

ハ

光
デ
ィ
ス
ク
（
日
本
産
業

一
枚
に
つ
き
五
十
円

規
格
Ｘ
六
二
四
一
に
適
合
す

る
直
径
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
光
デ
ィ
ス
ク
の
再
生
装

置
で
再
生
す
る
こ
と
が
可
能

な
も
の
に
限
る

）
に
複
製

。

し
た
も
の

備
考一

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て

両
面
印
刷
の
用
紙
を
用
い
る
と
き
は

片
面
を
一
枚
と
し
て

、

、

額
を
算
定
す
る
。

二

一
の
項
イ
の
場
合
に
お
い
て

用
紙
は

原
則
と
し
て

日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
ま
で
の

、

、

、

大
き
さ
の
も
の
を
用
い
る
こ
と
と
し

こ
れ
を
超
え
る
大
き
さ
の
規
格
の
用
紙
を
用
い
た
場
合

、

は

日
本
産
業
規
格
Ａ
列
三
番
に
よ
る
用
紙
を
用
い
た
場
合
の
枚
数
に
換
算
し
て
枚
数
を
計
算

、
す
る
も
の
と
す
る
。
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様式第１号（第９条関係） 
年  月  日 

 
岡山県議会議長 殿 

 
氏名                         
住所又は居所 
〒 
                           
℡       （     ）            

 
開示請求書 

 
岡山県議会の保有する個人情報の保護に関する条例第１９条第１項の規定により、次のと

おり保有個人情報の開示を請求します。 
 
１ 開示を請求する保有個人情報（具体的に特定してください。） 

 
 

 
２ 求める開示の実施方法等 

ア、イ又はウのいずれかを選択してください。 
ア 事務所における開示の実施を希望する。 
＜実施の方法＞ □閲覧 □写しの交付 

□その他（                       ） 
＜実施の希望日＞    年  月  日 

イ 写しの送付を希望する。 
 

 
 
３ 本人確認等 

ア 開示請求者 □本人 □法定代理人 □任意代理人 
イ 請求者本人確認書類 
□運転免許証 □健康保険被保険者証 
□個人番号カード又は住民基本台帳カード（住所記載のあるもの） 
□在留カード、特別永住者証明書又は特別永住者証明書とみなされる外国人登録証明
書 

□その他（              ） 
※ 請求書を送付して請求をする場合には、住民票の写し等も添付してください。 

ウ 本人の状況等（法定代理人又は任意代理人が請求する場合にのみ記載してくださ
い。） 
（ア） 本人の状況 □未成年者（  年  月  日生） □成年被後見人 

□任意代理人委任者 
（ふりがな） 

（イ） 本人の氏名                       
（ウ） 本人の住所又は居所                   

エ 法定代理人が請求する場合、次のいずれかの書類を提示し、又は提出してください。 
請求資格確認書類 □戸籍謄本 □登記事項証明書 □その他（       ） 

オ 任意代理人が請求する場合、次の書類を提示し、又は提出してください。 

請求資格確認書類 □委任状 □その他（                 ） 
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様式第２号（第１２条第１項関係） 
文 書 番 号 
年  月  日 

 
     様 

岡山県議会議長 氏名 
 

開示決定通知書 
 
  年  月  日付けで開示請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有

する個人情報の保護に関する条例第２４条第１項の規定により、次のとおり、開示すること
に決定したので通知します。 
 
１ 開示する保有個人情報（ 全部開示 ・ 部分開示 ） 

 
 

 
２ 非開示とした部分とその理由 

 
 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定に
より、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会
議長に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌
日から起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過
した場合には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 
また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７

年法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求
に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被
告として、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決
定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の
翌日から起算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請
求に対する裁決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない
限り、決定の取消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
 

３ 開示する保有個人情報の利用目的 
 
 

 
４ 開示の実施の方法等 

⑴ 開示の実施の方法等 
 
⑵ 事務所における開示を実施することができる日時及び場所 
期間：  月  日から  月  日まで（土・日曜、祝祭日を除く。） 
時間： 
場所： 

⑶ 写しの送付を希望する場合の準備日数、送付に要する費用（見込額） 
 

⑷ 電子情報処理組織を使用して開示を実施する場合 
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様式第３号（第１２条第２項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

開示をしない旨の決定通知書 

 

  年 月 日付けで開示請求のありました保有個人情報については、岡山県議会の保有

する個人情報の保護に関する条例第２４条第２項の規定により、次のとおり全部を開示しな

いことに決定したので通知します。 

 

開示請求に係る保有

個人情報の名称等 
 

開示をしないことと

した理由 
 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第４号（第１３条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

開示決定等期限延長通知書 

 

  年 月 日付けで開示請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第２５条第２項の規定により、次のとおり開示決定等の期限を

延長することとしましたので通知します。 

 

開示請求に係

る保有個人情

報の名称等 

 

延長後の期間   日（開示決定等期限  年  月  日） 

延長の理由  
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様式第５号（第１４条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

開示決定等期限特例延長通知書 

 

  年 月 日付けで開示請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第２６条の規定により、次のとおり開示決定等の期限を延長す

ることとしましたので通知します。 

 

開示請求に係る保有

個人情報の名称等 
 

条例第２６条の規定

（開示決定等の期限

の特例）を適用する

理由 

 

残りの保有個人情報

について開示決定等

をする期限 

  年  月  日までに可能な部分について開示決定等を行い、

残りの部分については、次に掲載する期限までに開示決定等を行う

予定です。 

 

  年 月 日 
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様式第６号（第１５条第１項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

第三者意見照会書 

 

  に関する情報が含まれている保有個人情報について、岡山県議会の保有する個人情報

の保護に関する条例第１９条第１項の規定による開示請求があり、当該保有個人情報につい

て開示決定等を行う際の参考とするため、同条例第２７条第１項の規定により、御意見を伺

うこととしました。 

つきましては、お手数ですが、当該保有個人情報を開示することにつき御意見があるとき

は、同封した「第三者開示決定等意見書」を提出していただきますようお願いします。 

なお、提出期限までに意見書の提出がない場合には、特に御意見がないものとして取り扱

わせていただきます。 

 

開示請求に係る保

有個人情報の名称

等 

 

開示請求の年月日   年  月  日 

開示請求に係る保

有個人情報に含ま

れている  に関

する情報の内容 

 

意見書の提出先 
岡山県議会事務局 

〒              ℡  （  ）    

意見書の提出期限   年  月  日 
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様式第７号（第１５条第２項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

第三者意見照会書 

 

  に関する情報が含まれている保有個人情報について、岡山県議会の保有する個人情報

の保護に関する条例第１９条第１項の規定による開示請求があり、当該保有個人情報につい

て開示決定等を行う際の参考とするため、同条例第２７条第２項の規定により、御意見を伺

うこととしました。 

つきましては、お手数ですが、当該保有個人情報を開示することにつき御意見があるとき

は、同封した「第三者開示決定等意見書」を提出していただきますようお願いします。 

なお、提出期限までに意見書の提出がない場合には、特に御意見がないものとして取り扱

わせていただきます。 

 

開示請求に係る保有

個人情報の名称等 
 

開示請求の年月日   年  月  日 

条例第２７条第２項

第１号又は第２号の

規定の適用区分及び

その理由 

適用区分 □第１号、 □第２号 

（適用理由） 

開示請求に係る保有

個人情報に含まれて

いる  に関する情

報の内容 

 

意見書の提出先 
岡山県議会事務局 

〒              ℡  （  ）    

意見書の提出期限   年  月  日 
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様式第８号（第１５条第３項関係） 

年  月  日 

 

岡山県議会議長 殿 

 

氏名                         

住所又は居所 

〒 

                           

℡       （     ）            

 

第三者開示決定等意見書 

 

  年 月 日付けで照会のあった保有個人情報の開示について、次のとおり意見を提出

します。 

 

開示請求に係る保有

個人情報の名称等 
 

開示に関しての御意

見 

□保有個人情報を開示されることについて支障がない。 

□保有個人情報を開示されることについて支障がある。 

⑴ 支障（不利益）がある部分 

 

⑵ 支障（不利益）の具体的理由 

 

連絡先  
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様式第９号（第１５条第７項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

開示決定通知を行った旨の反対意見書提出者への通知書 

 

  から  年  月  日付けで「第三者開示決定等意見書」の提出がありました保有

個人情報については、次のとおり開示決定しましたので、岡山県議会の保有する個人情報の

保護に関する条例第２７条第３項の規定により通知します。 

 

開示請求に係る

保有個人情報の

名称等 

 

開示することと

した理由 
 

開示決定をした

日 
  年  月  日 

開示を実施する

日 
  年  月  日 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第１０号（第１９条関係） 
年  月  日 

 
岡山県議会議長 殿 

 
氏名                         
住所又は居所 
〒 
                           
℡       （     ）            

 
訂正請求書 

 
岡山県議会の保有する個人情報の保護に関する条例第３２条第１項の規定により、次のと

おり保有個人情報の訂正を請求します。 
 
訂正請求に係る保有個人情
報の開示を受けた日 

  年  月  日 

開示決定に基づき開示を受
けた保有個人情報 

開示決定通知書の文書番号：            
開示決定通知書の日付：  年  月  日 
開示決定に基づき開示を受けた保有個人情報の名称等： 
 

訂正請求の趣旨及び理由 

（趣旨） 
 
（理由） 
 

 
１ 訂正請求者   □ 本人  □ 法定代理人  □任意代理人 
２ 請求者本人確認書類 
□運転免許証 □健康保険被保険者証 
□個人番号カード又は住民基本台帳カード（住所記載のあるもの） 
□在留カード、特別永住者証明書又は特別永住者証明書とみなされる外国人登録証明
書 

□その他（              ） 
※ 請求書を送付して請求をする場合には、加えて住民票の写し等を添付してくださ
い。 

３ 本人の状況等（法定代理人又は任意代理人が請求する場合にのみ記載してくださ
い。） 
⑴ 本人の状況 □未成年者（  年  月  日生） □成年被後見人 

□任意代理人委任者 
（ふりがな） 

⑵ 本人の氏名                       
⑶ 本人の住所又は居所                   

４ 法定代理人が請求する場合、次のいずれかの書類を提示し、又は提出してください。 
請求資格確認書類 □戸籍謄本 □登記事項証明書 □その他（      ） 

５ 任意代理人が請求する場合、次の書類を提示し、又は提出してください。 
請求資格確認書類 □委任状 □その他（      ） 
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様式第１１号（第２０条第１項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

訂正決定通知書 

 

  年 月 日付けで訂正請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第３４条第１項の規定により、次のとおり訂正することと決定

したので通知します。 

 

訂正請求に係る

保有個人情報の

名称等 

 

訂正請求の趣旨  

訂正決定をする

内容及び理由 

（訂正内容） 

 

（訂正理由） 

 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第１２号（第２０条第２項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

訂正をしない旨の決定通知書 

 

  年 月 日付けで訂正請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第３４条第２項の規定により、訂正をしない旨の決定をしたの

で、次のとおり通知します。 

 

訂正請求に係

る保有個人情

報の名称等 

 

訂正をしない

こととした理

由 

 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第１３号（第２１条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

訂正決定等期限延長通知書 

 

  年 月 日付けで訂正請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第３５条第２項の規定により、次のとおり訂正決定等の期限を

延長することとしましたので通知します。 

 

訂正請求に係

る保有個人情

報の名称等 

 

延長後の期間   日（訂正決定等期限  年  月  日） 

延長の理由  
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様式第１４号（第２２条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

訂正決定等期限特例延長通知書 

 

  年 月 日付けで訂正請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第３６条の規定により、次のとおり訂正決定等の期限を延長す

ることとしましたので通知します。 

 

訂正請求に係る保

有個人情報の名称

等 

 

条例第３６条の規

定（訂正決定等の期

限の特例）を適用す

る理由 

 

訂正決定等をする

期限 
  年  月  日 

  

令和５年３月１７日　岡山県公報　第１２４８１号



 

 

様式第１５号（第２３条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

保有個人情報提供先への訂正決定通知書 

 

  に提供している次の保有個人情報については、岡山県議会の保有する個人情報の保護

に関する条例第３３条の規定により訂正を実施しましたので、同条例第３７条の規定により、

通知します。 

 

訂正請求に係る保

有個人情報の名称

等 

 

訂正請求者の氏名

等保有個人情報の

特定するための情

報 

（氏名、住所等） 

訂正請求の趣旨  

訂正決定をする内

容及び理由 

（訂正内容） 

 

 

 

 

（訂正理由） 
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様式第１６号（第２４条関係） 
年  月  日 

 
岡山県議会議長 殿 

 
氏名                         
住所又は居所 
〒 
                           
℡       （     ）            

 
利用停止請求書 

 
岡山県議会の保有する個人情報の保護に関する条例第３９条第１項の規定により、次のと

おり保有個人情報の利用停止を請求します。 
 
利用停止請求に係る保
有個人情報の開示を受
けた日 

  年  月  日 

開示決定に基づき開示
を受けた保有個人情報 

開示決定通知書の文書番号：            
開示決定通知書の日付：  年  月  日 
開示決定に基づき開示を受けた保有個人情報の名称等： 
 

利用停止請求の趣旨及
び理由 

（趣旨） 
□第１号該当 → □利用の停止、□消去 
□第２号該当 → 提供の停止 
（理由） 

 
１ 利用停止請求者 □本人 □法定代理人 □任意代理人 

２ 請求者本人確認書類 
□運転免許証 □健康保険被保険者証 
□個人番号カード又は住民基本台帳カード（住所記載のあるもの） 
□在留カード、特別永住者証明書又は特別永住者証明書とみなされる外国人登録証明書 
□その他（              ） 
※ 請求書を送付して請求をする場合には、加えて住民票の写し等を添付してくださ
い。 

３ 本人の状況等（法定代理人又は任意代理人が請求する場合にのみ記載してください。） 
⑴ 本人の状況 □未成年者（  年  月  日生） □成年被後見人 

□任意代理人委任者 
（ふりがな） 

⑵ 本人の氏名                       
⑶ 本人の住所又は居所                   

４ 法定代理人が請求する場合、次のいずれかの書類を提示し、又は提出してください。 

請求資格確認書類 □戸籍謄本 □登記事項証明書 □その他（        ） 

５ 任意代理人が請求する場合、次の書類を提示し、又は提出してください。 

請求資格確認書類 □委任状 □その他（                  ） 
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様式第１７号（第２５条第１項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

利用停止決定通知書 

 

  年 月 日付けで利用停止請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有

する個人情報の保護に関する条例第４１条第１項の規定により、次のとおり、利用停止する

ことに決定したので通知します。 

 

利用停止請求に係

る保有個人情報の

名称等 

 

利用停止請求の趣

旨 

 

利用停止決定をす

る内容及び理由 

（利用停止決定の内容） 

 

（利用停止の理由） 

 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第１８号（第２５条第２項関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

利用停止をしない旨の決定通知書 

 

年 月 日付けで利用停止請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有する

個人情報の保護に関する条例第４１条第２項の規定により、利用停止をしないことに決定を

したので、次のとおり通知します。 

 

利用停止請求に係

る保有個人情報の

名称等 

 

利用停止をしない

こととした理由 

 

※ この決定に不服がある場合は、行政不服審査法（平成２６年法律第６８号）の規定によ

り、この決定があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に、岡山県議会議長

に対して審査請求をすることができます（なお、決定があったことを知った日の翌日から

起算して３か月以内であっても、決定があった日の翌日から起算して１年を経過した場合

には、正当な理由がない限り、審査請求をすることができなくなります。）。 

また、この決定の取消しを求める訴訟を提起する場合は、行政事件訴訟法（昭和３７年

法律第１３９号）の規定により、この決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対

する裁決）があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、岡山県を被告とし

て、岡山地方裁判所に決定の取消しの訴えを提起することができます（なお、決定（審査

請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があったことを知った日の翌日から起

算して６か月以内であっても、決定（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁

決）の日の翌日から起算して１年を経過した場合には、正当な理由がない限り、決定の取

消しの訴えを提起することができなくなります。）。 
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様式第１９号（第２６条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

利用停止決定等期限延長通知書 

 

  年 月 日付けで利用停止請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有

する個人情報の保護に関する条例第４２条第２項の規定により、次のとおり利用停止決定等

の期限を延長することとしましたので通知します。 

 

利用停止請求に係

る保有個人情報の

名称等 

 

延長後の期間   日（利用停止決定等の期限  年  月  日） 

延長の理由  
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様式第２０号（第２７条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

利用停止決定等期限特例延長通知書 

 

  年 月 日付けで利用停止請求のあった保有個人情報については、岡山県議会の保有

する個人情報の保護に関する条例第４３条の規定により、次のとおり利用停止決定等の期限

を延長することとしましたので通知します。 

 

利用停止請求に係る保

有個人情報の名称等 
 

条例第４３条の規定（利

用停止決定等の期限の

特例）を適用する理由 

 

利用停止決定等をする

期限 
  年  月  日 
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様式第２１号（第２８条関係） 

文 書 番 号 

年  月  日 

 

     様 

岡山県議会議長 氏名 

 

諮問をした旨の通知書 

 

  年 月 日付けの議長に対する審査請求について、次のとおり岡山県議会個人情報保

護審査会に諮問したので、岡山県議会の保有する個人情報の保護に関する条例第４５条第２

項の規定により通知します。 

 

審査請求に係る保

有個人情報の名称

等 

 

審査請求に係る開

示決定等［訂正決定

等、利用停止決定

等］ 

 

審査請求 

⑴ 審査請求日 

 

⑵ 審査請求の趣旨 

 

諮問日・諮問番号   年  月  日・ 諮問  号 
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◎
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
七
号

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

吉

松

裕

子

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
二
十
六
年
」
を
「
三
十
六
年
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
規
則
第
六
号

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
三
月
十
七
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

交
番
そ
の
他
の
派
出
所
及
び
駐
在
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
に
関
す
る
規
則
（
平
成
六
年
岡
山

県
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

」

「

」

第
五
号
の
表
紙
工
駐
在
所
の
項
中

御
津
紙
工
二
七
五
〇
の
三

を

御
津
紙
工
三
五
〇
四
番
地
五

に
改
め

同
表
西
駐
在
所
の
項
中

西
駐
在
所

を

大
和
駐
在
所

に

西
二
八
五
の
三

を

西

、

「

」

「

」

、「

」

「

三
四
五
番
地
一
」
に
改
め
る
。

附

則
、

。

、

、

こ
の
規
則
は

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る

た
だ
し

第
五
号
の
表
西
駐
在
所
の
項
の
改
正
規
定
は

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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〔
三
〕
令
和
四
年
九
月
三
十
日
付
け
（
号
外
）
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
等
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
岡
山
県
規
則
第
五
十
号
）
に
誤
り
が
あ
っ
た
。

頁
・
行

誤

正

五
・
十
三

省
令
第
第
二
十
八
条
第
一
号

省
令
第
二
十
八
条
第
一
号
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